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最
近
長
崎
の
旧
家
泉
屋
家
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
に
寄
贈
さ

れ
た
泉
屋
家
文
書
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
名
門
本
木
家
旧
蔵
の
文
書

や
本
木
良
永
・
正
永
の
素
槁
等
を
含
む
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
記

念
館
よ
り
そ
の
内
の
外
科
資
料
断
簡
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
。
泉

屋
家
文
書
の
和
十
四
、
外
科
問
考
は
本
木
庄
左
衛
門
（
正
栄
）
（
一

七
六
七
’
一
八
二
二
）
に
よ
っ
て
原
書
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
藺
文
と

そ
の
和
訳
文
か
ら
な
る
草
稿
で
あ
る
。
正
栄
の
筆
と
さ
れ
る
諸
厄

利
亜
国
語
和
解
、
諸
厄
利
亜
語
林
大
成
や
佛
郎
察
僻
範
の
草
槁
と

比
較
し
て
和
十
四
の
藺
文
は
運
筆
の
特
徴
が
よ
く
一
致
す
る
。

こ
の
外
科
問
考
は
屏
目
胃
目
の
号
国
○
昌
著
タ
イ
ト
ル
↑
庁

ｚ
肘
乏
①
①
×
四
日
①
邑
号
門
口
冨
吋
昌
哩
①
ロ
鼬
号
篇
号
邑
包
画
四
鴨
①

冒
幽
３
房
〉
『
現
代
の
実
地
医
家
の
た
め
の
新
外
科
問
考
』
を
書
き

写
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
閃
①
ｇ
閏
号
の
号
、
ｏ
具
は
オ
ラ

59

泉
屋
家
文
書
の
外
科
資
料
藺
文
断
簡
、
外
科

間
考
に
つ
い
て

ｊｌ

相
川
忠
臣

り
】

ハ
ル
メ
ン

ボ
イ
ク
ル
ス

中
西
啓

ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
出
身
の
外
科
医
で
あ
っ
た
。
原
本
は
外
科
ギ
ル

ド
に
入
る
た
め
の
初
心
者
を
対
象
と
し
た
試
験
対
策
の
た
め
の
本

で
当
時
大
変
人
気
が
あ
っ
た
。
初
版
は
一
六
九
四
年
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
で
の
発
行
で
あ
る
。
第
六
版
（
一
七
四
○
年
、
ラ
イ
デ
ン
）

と
照
合
し
て
、
和
十
四
の
十
の
断
簡
の
順
序
が
わ
か
っ
た
。
和
十

四
の
蘭
文
は
第
六
版
と
は
少
し
違
い
が
あ
る
の
で
第
六
版
以
前
の

版
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
原
本
は
全
八
巻
か
ら
な
り
、
巻
三

は
《
ぐ
四
．
号
呂
時
昌
哩
の
》
「
外
科
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
名
で
あ

る
。
そ
の
第
一
章
と
第
二
章
と
が
和
十
四
の
十
の
断
簡
と
一
致
す

る
。
断
簡
一
の
最
初
に
は
巻
三
の
序
文
が
「
外
科
問
考
第
三
之
書

著
す
虚
は
惣
て
外
科
の
所
業
、
諸
の
手
事
の
所
為
を
分
ち
初
心
の

学
士
を
し
て
悟
す
事
を
要
と
す
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続

く
第
一
章
の
題
常
○
画
目
国
・
因
ｇ
昌
侭
号
『
国
①
①
弄
○
ご
黒
ｇ

冨
閏
号
里
①
ロ
〕
「
第
一
章
、
外
科
と
そ
の
分
野
の
定
義
」
が
脱
落
し

て
い
て
、
直
接
第
一
の
問
い
「
弟
子
、
師
に
問
て
曰
く
外
科
は
如

何
な
る
も
の
や
」
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
「
師
、
弟
子
に
答
て

曰
く
、
病
者
に
悪
き
形
容
の
有
れ
ば
相
應
の
手
事
、
道
具
と
薬
味

と
を
以
て
力
ら
を
喝
し
癒
す
虚
の
一
術
也
」
と
答
え
て
問
答
形
式

で
進
行
す
る
。
師
が
質
問
し
、
弟
子
が
答
え
る
原
本
を
逆
転
さ
せ
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て
弟
子
が
質
問
し
師
が
答
え
る
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
。
第
二
章

の
題
は
目
○
§
言
の
ぐ
四
．
里
目
鼻
目
目
目
蔚
国
「
第
二
章
、
道
具
に

つ
い
て
」
で
あ
る
。
訳
者
は
外
科
手
術
器
具
に
つ
い
て
は
か
な
り

知
識
が
あ
り
、
的
確
な
表
現
で
訳
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
外
科
資
料
藺
文
断
簡
・
藺
十
一
は
有
名
な
厨
昌
‐

①
易
西
国
異
国
の
困
用
弄
○
邑
呂
帰
○
且
臼
笥
胃
冒
ｍ
９
日
ｇ
四
四
早

目
①
鳥
目
鴨
昌
く
閏
〕
国
①
ロ
号
房
ご
房
冒
）
目
．
ロ
用
一
胃
．
綜
号
戸
詩

エ
ョ
異
閏
目
白
〕
弓
訊
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
二
十
八
は

本
木
家
の
外
科
学
教
育
で
は
入
門
書
と
し
て
デ
ュ
ポ
ン
の
外
科

問
考
を
学
び
、
本
格
的
な
外
科
書
と
し
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
書
を
学

ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
槻
玄
沢
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
年
）

か
ら
同
六
年
に
か
け
て
四
ヶ
月
間
長
崎
に
遊
学
し
た
。
本
木
良
永

宅
に
寄
宿
し
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
の
訳
読
を
良
永
や
吉
雄
耕

牛
に
学
ん
だ
。
若
い
正
栄
は
玄
沢
と
競
っ
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科

害
を
会
読
し
翻
訳
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
年
玄
沢
は

ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
の
各
章
を
翻
訳
し
出
版
し
た
。

こ
れ
ら
の
外
科
資
料
藺
文
断
簡
は
本
木
良
永
、
正
栄
親
子
が
西

洋
外
科
学
の
入
門
書
と
し
て
外
科
問
考
を
、
本
格
的
な
外
科
書
と

そ
の
和
訳
文
で
あ
る
。

し
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
書
を
用
い
て
学
ば
せ
、
西
洋
外
科
学
導
入
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
長
崎
大
学
医
学
部
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
、

長
崎
市
）


